
2019年（令和元年）８月第56号

　
ル
ー
ト
プ
レ
ス
の
前
号
（
第
55

号
）
に
〝
国
土
交
通
省
が
新
設
し

た
『
新
「
道
の
駅
」
の
あ
り
方
検

討
会
』
が
３
月
19
日
、
中
間
整
理

案
と
し
て
道
の
駅
「
第
３
ス
テ
ー

ジ
」
へ
の
考
え
方
を
ま
と
め
た
。

「
地
方
創
生
」
を
具
体
化
す
る
た

め
、
地
方
自
治
体
や
民
間
企
業
・

団
体
と
の
連
携
促
進
（
産
学
官
連

携
）
を
軸
に
、
具
体
的
な
施
策
の

策
定
を
求
め
て
い
る
。〟
と
の
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
市
町
村

の
実
態
に
即
し
特
色
を
生
か
し
た

主
体
的
且
つ
独
自
の
取
り
組
み
が

強
化
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　「
地
方
創
生
」
は
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
」
で
あ
る
が
、

12
月
末
の
第
２
期
総
合
戦
略
の
改

定
に
向
け
６
月
21
日
、
基
本
方
針

が
策
定
さ
れ
た
。
第
１
期
が
「
稼

ぐ
」
こ
と
に
力
点
を
置
き
す
ぎ
た

点
を
反
省
し
、「
ひ
と
」
に
注
目

し
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
が
う

た
わ
れ
て
い
る
。

　
民
の
知
恵
と
資
金
の
活
用
が
求

め
ら
れ
る
が
、「
地
方
創
生
」
は

グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
と
異
な
り
「
地

産
地
消
」
を
基
本
に
地
域
の
特
色

を
生
か
す
経
営
を
旨
と
し
、
然
る

べ
き
定
住
人
口
を
確
保
す
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
。「
道
の
駅
」
の

原
点
を
大
切
に
「
稼
ぐ
」
に
囚
わ

れ
す
ぎ
ず
、
官
と
民
の
適
切
な
役

割
分
担
の
下
、
公
益
と
収
益
の
バ

ラ
ン
ス
を
図
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

　「
地
方
創
生
」
は
、
も
う
一
つ

の
重
要
国
策
で
あ
る
「
国
土
強
靭

化
」
と
、
過
度
の
東
京
一
極
集
中

を
解
消
し
地
方
の
特
色
あ
る
自
立

的
発
展
を
促
進
す
る
と
い
う
理
念

を
共
有
し
て
お
り
、
更
な
る
連
携

の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

　「
国
土
強
靭
化
」
は
昨
年
末
の

基
本
計
画
改
定
に
併
せ
て
「
防
災

・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の

３
か
年
緊
急
対
策
」
が
策
定
さ
れ

促
進
が
図
ら
れ
て
い
る
。「
道
の

駅
」
は
防
災
拠
点
と
し
て
も
期
待

さ
れ
て
い
る
が
、
市
区
町
村
の
国

土
強
靭
化
地
域
計
画
は
約
６
％
に

留
ま
っ
て
い
る
。
市
区
町
村
の
早

急
な
計
画
策
定
を
望
み
た
い
。

　「
地
方
が
主
役
、
国
は
脇
役
」

を
基
本
に
「
地
方
創
生
」
が
推
進

出
来
得
る
様
、
地
方
の
自
主
的
な

財
源
の
充
実
や
国
の
強
力
な
支

援
、
そ
し
て
道
の
駅
が
「
地
方
創

生
」
や
「
防
災
」
の
拠
点
と
し
て

貢
献
し
得
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
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市
町
村
の
特
色
を
生
か
し
た
主
体
的
か
つ
独
自
の
取
り
組
み
を

道
の
駅
の
防
災
へ
の
役
割
が
記
さ

れ
て
い
な
い
所
が
多
く
、
自
治
体

能
】

道
路
状
況
・
迂
回
路
情
報
や
災
害

情
報
発
信
、
安
否
情
報
の
提
供

　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
通
時
の
通
信

手
段
と
非
常
時
の
連
絡
体
制
確
保

【
地
域
連
携
機
能
】

救
援
物
資
の
中
継
機
能
・
配
布
な

ど
が
基
本
的
に
重
要
で
、
設
備
的

に
は
非
常
用
電
源
と
水
の
確
保
が

求
め
ら
れ
る
。

　
国
土
交
通
省
の
資
料
も
参
考
に

災
害
時
に
求
め
ら
れ
る
道
の
駅
の

役
割
を
時
系
列
に
網
羅
し
た
の
が

上
の
図
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
機
能
を
果
た
す
に
は

国
の
防
災
基
本
計
画
の
中
に
、
支

援
可
能
な
道
の
駅
の
防
災
機
能
化

を
う
た
う
べ
き
で
、
地
方
自
治
体

の
地
域
防
災
計
画
の
中
に
、
道
の

駅
の
災
害
支
援
や
防
災
機
能
化
を

盛
り
込
む
こ
と
が
重
要
だ
。

　
災
害
支
援
拠
点
と
し
て
の
道
の

駅
の
方
向
性
（
防
災
機
能
）
は
次

の
ペ
ー
ジ
の
通
り
だ
が
、
身
の
丈

に
合
っ
た
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

る
こ
と
が
大
切
。
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地
域
防
災
計
画
に
「
道
の
駅
」
盛
り
込
み
を

入
れ
、
敷
地
内
に
仮
設
住
宅
も
建

設
。
そ
の
後
も
東
日
本
大
震
災
、

熊
本
地
震
と
大
規
模
災
害
へ
の
道

の
駅
の
貢
献
は
著
し
い
が
、
中
越

地
震
が
道
の
駅
の
災
害
支
援
の
発

端
で
は
な
く
、
全
国
的
に
そ
れ
以

前
も
災
害
支
援
を
行
っ
て
い
た
。

　
第
２
回
セ
ミ
ナ
ー
を
主
催
し
た

道
の
駅
「
北
川
は
ゆ
ま
」
は
、
平

成
９
年
の
台
風
19
号
が
延
岡
市
を

直
撃
、
北
川
の
氾
濫
で
洪
水
に

な
っ
た
時
に
避
難
所
と
な
り
、
６

０
０
０
人
分
も
の
炊
き
出
し
を
し

た
。
そ
れ
で
も
一
人
の
貴
い
命
が

亡
く
な
っ
た
。
薄
れ
つ
つ
あ
る
災

害
史
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。

　
北
川
町
の
講
演
の
演
題
は
、

「
道
の
駅
防
災
の
意
義
と
課
題

Beautiful harm
ony

の
時
代

へ
」
で
あ
る
。
道
の
駅
は
災
害
支

援
や
人
命
救
助
に
大
き
く
役
立
っ

て
お
り
今
後
も
期
待
さ
れ
る
。
だ

が
、
い
ま
だ
自
治
体
防
災
計
画
に

改
め
て
防
災
を
考
え
る�

熊
野
稔
・
宮
崎
大
学
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予
想
以
上
の
盛
会
と
な
っ
た
３

月
の
新
潟
県
十
日
町
市
と
７
月
の

宮
崎
県
延
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
第

１
、
２
回
の
「
道
の
駅
リ
レ
ー
防

災
セ
ミ
ナ
ー
」
で
基
調
講
演
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
は
、
防
災
に
力
を
そ
そ
ぐ
全

国
の
道
の
駅
を
リ
レ
ー
方
式
で
巡

り
、取
り
組
み
を
語
っ
て
も
ら
い
、

防
災
フ
ェ
ア
を
同
時
開
催
し
て
地

域
の
人
々
に
備
え
の
大
切
さ
を
実

感
し
て
も
ら
う
〈
参
加
体
験
型
〉

の
イ
ベ
ン
ト
だ
。

　
道
の
駅
は
幹
線
道
路
に
面
し
た

公
共
施
設
で
、
24
時
間
使
用
で
き

る
駐
車
場
や
ト
イ
レ
、
休
憩
空
間

が
あ
り
、
食
糧
や
情
報
提
供
の
拠

点
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
内
の
道

の
駅
を
除
き
、
避
難
場
所
や
災
害

支
援
に
好
適
。
15
年
前
の
新
潟
県

中
越
地
震
で
は
道
の
駅
「
ク
ロ
ス

テ
ン
十
日
町
」
が
被
災
者
を
受
け

と
の
災
害
協
定

や
予
算
付
け
が

な
い
と
将
来
に

禍
根
を
残
す
の

で
は
、
と
い
う

課
題
が
あ
る
。

【
休
憩
機
能
】

ト
イ
レ
→
用
水

を
確
保
し
て
使

用
可
能
な
防
災

ト
イ
レ

駐
車
場
→
災
害

時
は
避
難
場

所
、
余
裕
空
間

に
は
飲
料
水
備

蓄
タ
ン
ク
・
地

下
貯
水
槽
、
非

常
用
発
電
設
備

を
整
備

【
情
報
発
信
機
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